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神奈川県内広域水道企業団議会

1月定例会 会議録 第１号

○令和６年１月２６日 午後２時００分開議

   ───────────────────────────────────────   

○本日の出席議員   １１名

                 出  席  議  員   

                         佐   藤   祐   文

山   下   正   人

尾   崎       太

花   上   喜 代 志

本   石   篤   志

嶋   村   た だ し

桐   生   秀   昭

森       正   明

橋   本       勝

        木   庭   理 香 子

川   島   雅   裕

               説明のための出席者

                  企  業  長   浅  羽  義  里

                  副 企 業 長   山  隈  隆  弘

                  理     事   秋  元  康  由

                  危 機 管 理室 長   三  橋  俊  郎

総 務 部 長   津  田     宏

                  浄 水 部 長   小  池  健  一

                  建 設 部 長   依  田  一  仁

               職務のため議場に出席した事務局職員

                  事 務 局 長   大  江  伸  治
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神奈川県内広域水道企業団議会

１月定例会議事日程（第１号）

令和６年１月２６日午後２時００分開議

第１ 会期の決定

第２ 議案第１号 職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例

議案第２号 水道用水供給事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第３号 令和６年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計予算

   ───────────────────────────────────────   

   〔事務局長報告〕

     出席議員 議長共１１名

○議長（佐藤祐文君）このたび招集されました神奈川県内広域水道企業団議会１月定例会

を、これより開会いたします。

これより会議を開きます。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）本定例会の会議録署名議員を、本職から指名いたします。

    花 上  喜代志 君

     森    正 明  君

  以上の両君にお願いいたします。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）本職あて文書が提出されておりますので、職員に朗読させます。

          〔事務局長朗読〕

   ───────────────────────────────────────   

                               広域水総第５９号

                             令和６年１月２６日

神奈川県内広域水道企業団議会

  議長 佐 藤 祐 文 様

                           神奈川県内広域水道企業団

                            企 業 長 浅 羽 義 里

    議案の提出について

  議会１月定例会の議案を別冊のとおり提出いたします。
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   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）なお、監査委員報告２件について、お手元に配付いたしましたので、

ご了承願います。

             〔巻末8～13頁参照〕

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）これより日程に従い、審議を行います。

  日程第１、会期の決定を議題といたします。

  おはかりいたします。

  本定例会の会期は、本日から２月８日までの１４日間といたしたいと思いますが、ご

異議ございませんでしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤祐文君）ご異議がないと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

   ───────────────────────────────────────     

○議長（佐藤祐文君）次に、日程第２、議案第１号 職員の給与の種類及び基準に関する条

例等の一部を改正する条例ほか２件を議題といたします。

議案の朗読は省略いたします。

             〔巻末1～6頁参照〕

企業長の説明を求めます。   

〔企業長、発言を求む〕

○議長（佐藤祐文君）浅羽企業長。

○企業長（浅羽義里君）議員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、ご参集を賜り

まして、誠に有難うございます。心よりお礼申し上げます。

神奈川県内広域水道企業団議会定例会の開会にあたり、提出議案につきましてご説明

いたします。

まず、議案第１号「職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条

例」につきましては、地方自治法の改正により、会計年度任用職員に対し勤勉手当を支

給することができるよう規定を整備するなど所要の改正を行うものであります。

ついで、議案第２号「水道用水供給事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例」につきましては、来年度の組織体制を３部とするなど所要の改正を行うものであり

ます。
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最後に、議案第３号、「令和６年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計

予算」でございます。

予算の基本方針といたしましては、「かながわ広域水道ビジョン」に掲げました、

「最適な水道システムの実現に向けた施設整備と運用・管理」、「自然災害や多様なリ

スクへの対応強化」、「経営基盤の強化」、この３つの取組みを着実に推進するための

予算を編成したところであります。

予算の概要でございますが、まず、予算の規模といたしましては、６３５億８,９０９

万余円であり、対前年度当初予算比では、３．８パーセントの減となっております。

収益的収入につきましては、その大宗を占める給水収益は、４２６億２，０７０万余

円、総額では、前年度比１．１パーセント減の、４６２億４，４３０万余円を予定して

おります。

なお、給水収益の基礎となります、構成団体水道事業者に対する年間予定供給水量で

ございますが、前年度比４．７パーセント減の４億９，１１５万余立方メートルを予定

しております。

予定供給水量減少の要因といたしましては、各構成団体水道事業者の水需要が減少傾

向にあるほか、昨年度は、横浜市の西谷浄水場再整備事業など構成団体側の工事期間中

のバックアップとして、企業団が供給水量を増量して対応しておりましたが、令和６年

度はその増量が減少する見込みであることなどによるものであります。

一方、これに対する収益的支出につきましては、前年度比６．５パーセント減の４０８

億５，９６３万余円を予定しております。

その内訳は、生産活動に伴い発生する経常経費として、人件費と物件費等で、２３６

億７，１５６万余円、減価償却費等で、１６３億９，２８０万余円、支払利息等で、７

億９，５２５万余円でございます。

以上の結果、当年度損益は、前年度比９０．８パーセント増の４４億６，０９７万余

円の利益を見込んでおります。

資本的収入につきましては、建設改良の財源となります企業債として、前年度比１６．

２パーセント増の３６億１,６００万円を予定しております。

次に、資本的支出につきましては、前年度比１．５パーセント増の２２７億２，９４６

万余円を予定しております。

内訳は、一般建設改良費として、１０７億３，６９８万余円、企業債償還金として、

１１７億７，８５０万余円、その他として、２億１，３９７万余円でございます。

この結果、資本的収支において、差し引き、１９１億１，３４６万余円の収入不足が
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見込まれますが、損益勘定留保資金等をもって、補填することとしております。

なお、累積資金残高につきましては、前年度比、約８億３千万円減の６７億５，８８３

万余円となる見込みであります。

また、企業債につきましては順調に償還が進んでおり、残高は前年度比約８１億円減

の約４９７億円と見込まれる一方で、今後は管路や浄水場の更新など、多額の費用が必

要となる施設整備が予定されており、財政運営は厳しさが増すものと想定しています。

従いまして、引き続き職員一丸となって、経営基盤の強化に取り組んでまいります。

以上を持ちまして、私の説明を終わります。細部につきましては、議事の進行に伴い

まして、私もしくは、副企業長以下、関係職員からご説明申し上げます。

議員の皆さまにおかれましては、ご審議の上、ご議決頂きますよう、どうぞよろしく

お願い申し上げます。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）これより日程第２について、質問、質疑に入るところでありますが、

ただいまのところ通告がありませんので、質疑なしと認めます。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）おはかりいたします。

  日程第２につきましては、この程度で広域水道常任委員会に付託して、審査を願うこ

とにいたしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤祐文君）ご異議がないと認めます。

  よって、そのように決定いたしました。

  広域水道常任委員会におかれましては、慎重審査のうえ、その結果のご報告をお願い

いたします。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）以上で、本日の日程は終了いたしました。

おはかりいたします。

  １月２９日から２月７日までは休会といたしたいと思いますが、ご異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤祐文君）ご異議がないと認めます。

よって、そのように決定いたしました。
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次回本会議の日程を申し上げます。２月８日議会運営委員会終了後、再開、引き続き

審議を行います。

本日はこれにて散会をいたします。ありがとうございました。

午後２時１０分 散会



令和６年２月８日

神奈川県内広域水道企業団議会

１月定例会　会議録　第２号
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神奈川県内広域水道企業団議会

1月定例会 会議録 第２号

○令和６年２月８日 午後２時５０分開議

   ───────────────────────────────────────   

○本日の出席議員   １１名

               出  席  議  員

                         佐   藤   祐   文

山   下   正   人

尾   崎       太

花   上   喜 代 志

本   石   篤   志

嶋   村   た だ し

桐   生   秀   昭

森       正   明

橋   本       勝

        木   庭   理 香 子

川   島   雅   裕

               説明のための出席者

                  企  業  長   浅  羽  義  里

                  副 企 業 長   山  隈  隆  弘

                  理     事   秋  元  康  由

                  危 機 管 理室 長   三  橋  俊  郎

総 務 部 長   津  田     宏

                  浄 水 部 長   小  池  健  一

                  建 設 部 長   依  田  一  仁

               職務のため議場に出席した事務局職員

                  事 務 局 長   大  江  伸  治
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神奈川県内広域水道企業団議会

１月定例会議事日程（第２号）

令和６年２月８日午後２時５０分開議

第１ 議案第１号 職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例

議案第２号 水道用水供給事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第３号 令和６年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計予算

第２ 議案第４号 監査委員の選任について

第３ 委員会の閉会中の継続調査

   ───────────────────────────────────────   

〔事務局長報告〕

     出席議員 議長共１１名

○議長（佐藤祐文君）休会前に引き続き、これより会議を開きます。

───────────────────────────────────────

○議長（佐藤祐文君）議長あて文書が提出されておりますので、職員に朗読させます。

          〔事務局長朗読〕

   ───────────────────────────────────────   

広域水総第６４号

                              令和６年２月８日

神奈川県内広域水道企業団議会

  議長 佐 藤 祐 文 様

                           神奈川県内広域水道企業団

                            企 業 長 浅 羽 義 里

    議案の提出について

  議会１月定例会に追加提案する議案を別冊のとおり提出いたします。

   ───────────────────────────────────────  

○議長（佐藤祐文君）なお、監査委員報告１件をお手元に配布いたしておりますので、ご

了承願います。

〔巻末14～16頁参照〕

───────────────────────────────────────

○議長（佐藤祐文君）これより日程に従い、審議を行います。

日程第１、議案第１号 職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する

条例、ほか２件を一括して議題といたします。
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   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）広域水道常任委員会から審査結果報告書が提出されておりますので、

職員に朗読させます。

          〔事務局長朗読〕

   ───────────────────────────────────────  

令和６年２月８日

神奈川県内広域水道企業団議会

  議長 佐 藤 祐 文 様

                         広域水道常任委員会  

                      委員長 森  正明  

広域水道常任委員会審査結果報告書

  本委員会に付託の議案第１号ほか２件については、審査の結果、次のとおり決定した

ので、会議規則第７２条の規定により報告します。

議案第１号
職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改

正する条例

原案のとおり

可決すべきもの

議案第２号
水道用水供給事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例

原案のとおり

可決すべきもの

議案第３号
令和６年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事

業会計予算

原案のとおり

可決すべきもの

  

───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）広域水道常任委員会委員長の報告を求めます。

〔常任委員会委員長、発言を求む〕

○議長（佐藤祐文君）森正明君。

   ───────────────────────────────────────   

○広域水道常任委員会委員長（森正明君）ただいまから、広域水道常任委員会の審査の経

過及び結果について、ご報告申し上げます。

当委員会は、１月２６日の本会議において、議案第１号 職員の給与の種類及び基準

に関する条例等の一部を改正する条例 議案第２号 水道用水供給事業の設置等に関す
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る条例の一部を改正する条例 議案第３号 令和６年度神奈川県内広域水道企業団水道

用水供給事業会計予算について、審査の付託を受けたものであります。

委員会は、１月２６日及び２月８日の２日間にわたって開催し、当局の出席を求め、議

案第１号ほか２件について、関係提出書類をもとに説明を聴取した後、検討を加え審査を

行いました。

審査の過程におきましては、

１ 危機管理室を廃止し浄水課に集約するメリット及びデメリットについて

２ 令和６年度に予定している研修において、対象となる職員数、研修の内容、研修期間

及びその効果について

３ 災害等への対策に備えた、新たな人材確保について

４ 主要施設の耐震化に係るこれまでの取組み及び排水処理施設等の耐震化のスケジュー

ルについて

５ 能登半島地震を踏まえた、企業団における耐震化に係る認識について

６ 相互応援協定に基づく他の水道事業体との合同訓練の具体的な内容及び想定される予

算について

７ 実施計画の進捗状況の可視化について

８ 実施計画の最終年を次年度に控えた予算編成の考え方について

９ 再構築事業に係る事業費において、特に課題となっている取組みについて

１０ 国からの補助金が得られなかった場合の対応について

１１ 施設整備完了までの長期化の理由について

１２ 「首長合意締結」の進捗状況について

１３ 企業団におけるサイバー攻撃の状況及び対策の検討について

１４ 官民連携事業の取組みの目的について

それぞれ当局の見解を聴取し、

１ 浄水課とは独立した危機管理対応に特化した部署の新設を求める旨

２ 人手不足等への対応を見据えた研修体制を整備し、しっかりと研修を実施していただ

きたい旨

３ 新しい対応が必要になった場合の人員の確保について、危機感を持って進めてほしい

旨

４ 幅広く他地域の水道事業体と協定を結び訓練を行う旨

５ 実施計画の進捗状況等について可視化した資料を検討されたい旨

６ 実施計画の中間評価についてしっかり報告されたい旨

10 
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７ サイバー攻撃に対するセキュリティー強化について検討されたい旨

８ 官民連携について、県内企業の育成を視野に入れて取り組んでもらいたい旨

それぞれ要望を行い、熱心に検討を加え、審査に慎重を期したものであります。

審査の状況は、以上、申し上げたとおりでありますが、広域水道常任委員会といたしま

しては、審査結果報告書のとおり、議案第１号について「原案のとおり可決すべきもの」、

議案第２号について「原案のとおり可決すべきもの」、議案第３号について「原案のとお

り可決すべきもの」と、それぞれ決定した次第であります。

次に、その他事項といたしまして、議長提案による「国等への要望活動」を議題とし、

委員から意見を聴取した後、検討を加え、協議を行いました。

協議の過程におきましては、

１ 再構築事業は大変重要な取り組みであるが、着実に進めるための財源確保に課題があ

る旨

２ 再構築事業において計画される水道施設の廃止や施設整備に係る費用は、将来的には

利用者の負担となる旨

３ バックアップ率の向上による安心・安定の供給体制を早期に実現してもらいたい旨

４ 将来的に企業団からの供給水量が全体の７割超となり、水道利用者への影響もより拡

大される旨

５ 今後、要望活動を行っていく際の進め方として、企業団議員をはじめ、構成団体議会

にも理解を得るため、構成団体議会と歩調を合わせて企業団議会内でもしっかりと意見

調整を図っていただきたい旨

それぞれ発言があり、企業団議会といたしましては、企業団と構成団体が調整する「首長

合意」の締結と、「施設整備計画」が、構成団体議会で説明されたのちの適切な時期に、

構成団体議会とも協力して、国等に対し、財政支援等を求める要望を行う方向で、取り組

んでいくことといたしました。

また、今後の対応につきましては、現・企業団議員から次期・企業団議員への引継ぎを

お願いすると共に、次期の広域水道常任委員会への申し送りとすることといたしました。

以上で、私の口頭報告を終わります。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）これより討論に入るのでありますが、ただいまのところ通告があり

ませんので、討論なしと認めます。

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）これより日程第１について採決いたします。
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採決は一括して行います。

  日程第１、議案第１号 職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する

条例ほか２件について、広域水道常任委員会の報告どおり原案に賛成の方はご起立願い

ます

〔総員起立〕

○議長（佐藤祐文君）総員起立により、原案のとおり決定いたしました。

   ───────────────────────────────────────

○議長（佐藤祐文君）次に、日程第２、議案第４号 監査委員の選任についてを議題とい

たします。

  議案の朗読は省略いたします。

               〔巻末7頁参照〕

企業長の説明を求めます。

   〔企業長、発言を求む〕

○議長（佐藤祐文君）浅羽企業長。

○企業長（浅羽義里君）本日、ご提案いたしました議案につきましてご説明申し上げます。

  議案第４号 監査委員の選任について、でございます

  現監査委員の大八木雅之君が、令和６年２月１３日をもって任期満了となることに伴

い、再度、同君を選任したく、地方公営企業法第３９条の２第５項の規定により同意を

求めるものです。

  よろしくご審議のうえ、ご同意くださいますようお願い申し上げます。

───────────────────────────────────────

○議長（佐藤祐文君）おはかりします。

日程第２については、この程度で採決いたしたいと思いますが、ご異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤祐文君）ご異議がないものと認めます。

よって、採決いたします。

───────────────────────────────────────

○議長（佐藤祐文君）日程第２ 議案第４号 監査委員の選任について、大八木雅之君を

監査委員に選任することにご賛成の方はご起立願います

〔総員起立〕

○議長（佐藤祐文君）総員起立により、原案のとおり同意することに決定いたしました。
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───────────────────────────────────────

○議長（佐藤祐文君）次に、日程第３、委員会の閉会中の継続調査についてを議題といたし

ます。

  おはかりいたします。

日程第３につきましては、お手元に配付いたしました広域水道常任委員会及び議会運

営委員会の申し出どおり、今後、議会閉会中も引き続き調査を願うことにしたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤祐文君）ご異議がないと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

〔巻末17、18頁参照〕

   ───────────────────────────────────────   

○議長（佐藤祐文君）以上で、全日程を終了いたしましたので、会議を閉じます。

会議の結果につきましては、本職から関係方面に手続いたします。

これをもちまして、神奈川県内広域水道企業団議会１月定例会を閉会いたします。

ありがとうございました。

午後３時 閉会
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議案第１号

職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例

（職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正）

第１条 職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和４４年神奈川県内広域水道企

業団条例第４号）の一部を次のように改正する。

改 正 後 改 正 前

(会計年度任用職員の給与) (会計年度任用職員の給与)

第4条 第2条の規定にかかわらず、地方公務員法

(昭和25年法律第261号。以下「法」という。)

第22条の2第1項第1号に掲げる会計年度任用職

員の給与の種類は、給料、地域手当、通勤手当、

特殊勤務手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、

夜間勤務手当、宿日直手当、期末手当及び勤勉

手当とする。

第4条 第2条の規定にかかわらず、地方公務員法

(昭和25年法律第261号。以下「法」という。)

第22条の2第1項第1号に掲げる会計年度任用職

員の給与の種類は、給料、地域手当、通勤手当、

特殊勤務手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、

夜間勤務手当、宿日直手当及び期末手当とす

る。

2 第2条の規定にかかわらず、法第22条の2第1項

第2号に掲げる会計年度任用職員の給与の種類

は、給料、地域手当、通勤手当、特殊勤務手当、

時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、

宿日直手当、期末手当、勤勉手当及び退職手当

とする。

2 第2条の規定にかかわらず、法第22条の2第1項

第2号に掲げる会計年度任用職員の給与の種類

は、給料、地域手当、通勤手当、特殊勤務手当、

時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、

宿日直手当、期末手当及び退職手当とする。

（企業長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正）

第２条 企業長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例（令和３年神奈川県内広域

水道企業団条例第１号）の一部を次のように改正する。

改 正 後 改 正 前

(趣旨) (趣旨)

第1条 この条例は、地方自治法(昭和22年法律第

67号。以下「法」という。)第243条の2の7第1

項の規定に基づき、企業長、副企業長、監査委

第1条 この条例は、地方自治法(昭和22年法律第

67号。以下「法」という。)第243条の2第1項の

規定に基づき、企業長、副企業長、監査委員又

１　企業長提出議案
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員又は職員(法第243条の2の8第3項の規定によ

る賠償の命令の対象となる者を除く。以下「企

業長等」という。)の神奈川県内広域水道企業

団(以下「企業団」という。)に対する損害を賠

償する責任の一部を免責することについて必

要な事項を定めるものとする。

は職員(法第243条の2の2第3項の規定による賠

償の命令の対象となる者を除く。以下「企業長

等」という。)の神奈川県内広域水道企業団(以

下「企業団」という。)に対する損害を賠償す

る責任の一部を免責することについて必要な

事項を定めるものとする。

（昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関

する条例の一部改正）

第３条 昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免

除に関する条例（平成元年神奈川県内広域水道企業団条例第２号）の一部を次のよ

うに改正する。

改 正 後 改 正 前

(職員の賠償責任に基づく債務の免除) (職員の賠償責任に基づく債務の免除)

第3条 地方公営企業法(昭和27年法律第292号)

第34条において準用する地方自治法(昭和22年

法律第67号)第243条の2の8の規定による職員

の賠償責任に基づく債務で昭和64年1月7日前

における事由によるものは、将来に向かつて免

除する。

第3条 地方公営企業法(昭和27年法律第292号)

第34条において準用する地方自治法(昭和22年

法律第67号)第243条の2の規定による職員の賠

償責任に基づく債務で昭和64年1月7日前にお

ける事由によるものは、将来に向かつて免除す

る。

 附 則

この条例は、令和６年４月１日から施行する。

令和６年１月２６日提出

神奈川県内広域水道企業団 

 企業長 浅 羽 義 里 

（提案理由）

 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用職員に対し、勤勉

手当を支給するとともに、地方自治法の条文を引用する条項に変更が生じることか

ら、本条例案を提案するものである。
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議案第２号

水道用水供給事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

水道用水供給事業の設置等に関する条例（昭和４４年神奈川県内広域水道企業団条

例第１０号）の一部を次のように改正する。

改 正 後 改 正 前

(組織) (組織)

第4条 地方公営企業法(昭和27年法律第292号。

以下「法」という。)第14条の規定に基づき、

企業長の権限に属する事務を処理させるため、

神奈川県内広域水道企業団(以下「企業団」と

いう。)に総務部、浄水部及び建設部を置く。

第4条 地方公営企業法(昭和27年法律第292号。

以下「法」という。)第14条の規定に基づき、

企業長の権限に属する事務を処理させるため、

神奈川県内広域水道企業団(以下「企業団」と

いう。)に危機管理室、総務部、浄水部及び建

設部を置く。

(議会の同意を要する賠償責任の免除) (議会の同意を要する賠償責任の免除)

第6条 法第34条において準用する地方自治法

(昭和22年法律第67号)第243条の2の8第8項の

規定により企業団の業務に従事する職員の賠

償責任の免除について議会の同意を得なけれ

ばならない場合は、当該賠償責任に係る賠償額

が500万円以上である場合とする。

第6条 法第34条において準用する地方自治法

(昭和22年法律第67号)第243条の2の2第8項の

規定により企業団の業務に従事する職員の賠

償責任の免除について議会の同意を得なけれ

ばならない場合は、当該賠償責任に係る賠償額

が500万円以上である場合とする。

 附 則

この条例は、令和６年４月１日から施行する。

令和６年１月２６日提出

神奈川県内広域水道企業団 

 企業長 浅 羽 義 里 

（提案理由）

 新型コロナウィルス感染症の収束に伴い令和６年度に危機管理体制を見直すとと

もに、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、地方自治法の条文を引用す

る条項に変更が生じることから、本条例案を提案するものである
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 （総　則）

るところによる。

 （業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１） 神奈川県、横浜市、川崎市及び横須賀市

（２）

（３）

（４）

ア

 （収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

千円

千円

千円

千円

千円

千円

 （資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額19,113,467千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収 支 調 整 額 923,696千 円、 当年 度分 損益 勘定 留保 資金 12,897,871千 円、 建設 改良

積 立 金 5,251,461千 円 及 び 繰 越 利 益 剰 余 金 処 分 額 40,439千 円 で補 て んす るものと

する。）。

第 ２ 項 営 業 外 費 用 2,198,370

支　　　　　　　　　　　　　　　出

第 １ 款 用 水 供 給 事 業 費 用 40,859,630

第 １ 項 営 業 費 用 38,661,260

第 ２ 項 営 業 外 収 益 3,552,241

更新等の工事

収　　　　　　　　　　　　　　　入

第 １ 款 用 水 供 給 事 業 収 益 46,244,305

第 １ 項 営 業 収 益 42,692,064

一日平均供給量 1,345,635立方メートル

主要な建設事業

施 設 更 新 等 整備 事業    取水施設、導水施設、浄水施設及び送水施設の施設

議案第３号

令令和和６６年年度度神神奈奈川川県県内内広広域域水水道道企企業業団団

水水 道道 用用 水水 供供 給給 事事 業業 会会 計計 予予 算算

第１条 令和６年度神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業会計の予算は、次に定め

用 水 供 給 先

年 間 総 供 給 量 491,156,900 立方メートル
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千円

千円

千円

千円

千円

 （債務負担行為）

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

 （企業債）

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

 （一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は、5,000,000千円と定める。

  普通貸借又は証券発行の方
法による。
  起債の時期は当該年度とす
る。ただし、事業の進ちょく
又は財政その他の都合により
一部を翌年度へ繰り越して起
債することができる。

年3.0%
   以内

　公的資金についてはそ
の融通条件により、銀行
その他の場合は30年以内
に償還する。ただし、財
政の都合により償還期間
を短縮し、又は本条に定
める条件の範囲内で借換
えをすることができる。

施 設 更 新等
3,616,000

整 備 事 業

水 道 施 設 維 持 管 理 令和７年度から令和２４年度まで 489,000

起債の目的 限度額(千円） 起債の方法 利率 償還の方法

事　　　　　　項  期　　　　　　　　間 限度額（千円）

施 設 更 新 等 整 備 事 業 令和７年度から令和１０年度まで 9,506,000

第 ４ 項 国 庫 補 助 金 返 還 金 13,977

第 ２ 項 投資有価証券購入費 200,000

第 ３ 項 企 業 債 償 還 金 11,778,508

第 １ 項 一 般 建 設 改 良 費 10,736,982

支　　　　　　　　　　　　　　　出

第 １ 款
用 水 供 給 事 業

22,729,467 千円
資 本 的 支 出

第 １ 款
用 水 供 給 事 業

3,616,000 千円
資 本 的 収 入

第 １ 項 企 業 債 3,616,000

収　　　　　　　　　　　　　　　入
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 （予定支出の各項の経費の金額の流用）

（１）

　　の流用

（２）

　　間の流用

 （利益剰余金の処分）

第９条　繰越利益剰余金のうち40,439千円は、次のとおり処分するものとする。

（１）

ア 減債積立金 40,439千円

神奈川県内広域水道企業団

企業長　　浅 羽 義 里

令和６年１月２６日提出

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用の間

企業債償還金に不足が生じた場合における一般建設改良費及び企業債償還金の

繰越利益剰余金
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議案第４号

 監査委員の選任について

地方公営企業法第３９条の２第５項の規定により、監査委員に次の者を選

任いたしたいので同意を求める。

大八木 雅之

令和６年２月８日提出

神奈川県内広域水道企業団

企業長 浅 羽 義 里
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２　諸　報　告
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神奈川県内広域水道企業団議会

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

     議  長   佐 藤 祐 文

     議  員   花 上 喜代志

     同   森   正 明






